
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海老名市立有馬小学校 学校だより 

平成 29 年 11 月 30 日 号 
校長 村松 かおり 

 
 

はるにれ 
１２月の行事予定 

１日(金) ひまわり級親子遠足 

４日(月) 朝会 

５日(火) 普通日課５校時 

６日(水) 朝の読み聞かせ 

         ありまっ子応援団運営委員会 

７日(木) 図書ボランティアイベント 普通日課５校時 

１１日(月) 児童朝会 

１２日(火) ６年薬物乱用防止教室 たてわりレク 

１３日(水) PTA家庭教育学級 

１４日(木) ４年携帯スマホ安全教室 

１５日(金) Ｅnglish Ｄay＊ 

１８日(月) 朝会 

２０日(水) 給食終了 

２１日(木) 大掃除 短縮日課４校時 

２２日(金) ２学期終業式 短縮日課４校時 

★学校訪問相談(木曜日) ７日・１４日 

＊Ｅnglish Ｄay…市内の全 ALT に来ていただき、英

語に親しむ１日を過ごします。 

文武両道を目指して 

 11/15 から持久走月間に入りました。業間休み

や体育の授業で、自分のペースをつかみながら走る

ことを続けています。全校児童が風を切って一生懸

命走る姿はとても清々しく、12/８までの間に積み

重ねた走行距離が、体力の増進に加え自信や達成感

につながることを期待し 

ています。日に日に寒さ 

が増していく時期ですが、 

屋外で思いっきり体を動 

かすありまっ子の元気な 

姿がたくさん見られると 

いいなと思います。 

 一方では秋の読書週間に合わせて、今日まで読書 

祭りが行われました。図書室の入口に図書委員や先

生のお薦め本が紹介され、借りた本の冊数に応じた

しおりのプレゼントもありました。また、定期的な

読み聞かせに加え、12 月には図書ボランティアさ

んによるおはなし会イベントも企画されています。 

読書のよさは、お話自体を楽しむことに加え、多

くの語彙や豊かな表現に出会い、言葉から想像を広

げられるところにあります。直接的に視覚・聴覚に

訴えるゲームや TV、短い言葉の応酬で交流を図る

メールやライン等に、読書よりずっと多くの時間を

費やしているのが子どもたち 

の実態です。けれど、読み進 

める楽しさを知ることで読書 

量は自然に増え、自分の嗜好 

に合った本を見つける力も磨かれるでしょう。出会

いのきっかけはどこにあるかわかりません。 

緊張と拍手の中でつかむもの 

11/10・11 に行われた学習発表会では、各

学年とも工夫を凝らし、練習を重ねた歌声や合

奏を披露しました。特に保護者の皆様にご参観

いただいた２日目は、緊張とともに集中力も高

まり、より充実した発表だったと思います。演

じ終わった瞬間の安堵感と満足感が入り混じっ

た子どもたちの笑顔が印象的でした。 

昇降口前のふわふわの木に、学習発表会前後

に５・６年生が書いた意気込みや感想が貼られ

ています。「６年生の合奏がはくりょくがあって

きれいだった。」「１年生は初めてなのにがっき

の使い方が上手だった。」といったほめ言葉の中

に、「じぶんもよくできたとおもう。」という一

言を見つけました。仲間のよさに気づき素直に

賞賛できる柔らかな心は、自分を伸ばす土壌に

なり、人から認められた喜びからは、さらなる

意欲や自己肯定感が生まれます。11 月には個別

教育相談に合わせ校内作品展もご覧いただきま

したが、こうした機会を捉え、ご家庭でも認め

励ます言葉をたくさん交わしていただけるとあ

りがたいです。 

５分間、自分と勝負だ！ 

優しい気持ちを届けよう・・ 

 有馬高校が行う「服のチカラ」 

プロジェクトに今年度も協力する 

ことになり、高校生が説明に出向いてくれました。

貧しさ故に服を手に入れるのが困難な世界の子ど

もたちに、着なくなった服を送る取組です。約１

週間と短い期間でしたが、たくさんのご提供あり

がとうございました。相手の立場や状況に思いを

巡らし、子どもたちが自分にできることを考える

機会にもなればと願っています。 


